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95 号 

 この点を、「アライカパ友の会」は意識しているよう

である。大学進学を支援し、進学した学生たちを、地

域のリーダーとして活用し､貧しい後輩たちに夢と希

望を与えている。また卒業して活躍している若者の姿

を、地域の子どもたち、親たち、そして地域の人たち

に紹介し、勉強へのモチベーションを高めている。 

 

就学前の児童教育：親を巻き込んだ教育支援 

 教育支援というと、小学生や中高生、さらには大学

生などが思い浮かぶが、就学前の児童教育にも力を入

れている。これは、生活習慣の確立、勉学の習慣など

を育成するためである。これにより、次の小学校進学

につながりやすい。 

 さらに、この取り組みは、親の意識変革を意図して

いる。親は、子どもが教育支援（給食を含む）を受け

る条件として、会の活動を手伝うことが義務づけられ

ている。これは親同士の連帯感を生み出す。 

 

都会における貧困から学ぶ 

 スラム街教育支援の実態から、HANDS の支援方法

が、普遍性を持っていると確信できた。そしてロール

モデルとしての高等教育支援の重要性も確認できた。 

チボリでも、多くの卒業生が、チボリの教職員や他

の職業で社会進出している。ビラ—ンでも高等教育に進

むものも増えてきた。 

 大学生や卒業生が、子どもたちの身近な成功事例と

なり、子どもたちのみならず、親にとっても、子ども

たちの勉学・進学の強い動機付けとなれるよう、現地

と協力できればと思う。親も巻き込んだ教育支援方法

を HANDS も積極的に取り入れたい。 

 さらに、チボリやビラ—ンの自立が、他の少数民族の

ロールモデルとなれれば幸いである。 

フィリピン訪問 

昨年８月、マニラとセブのスラム街を訪問して、

HANDS の活動を、別の角度から見る機会があった。そ

のスラム街は、現地 NPO に協力して、教育支援をして

いる「アライカパ友の会」の事業地域である。以下は、

その現地訪問に同行した折の比較検討である。 

 

都会における貧困 

 都市における貧困は、私たちが支援する少数民族の貧

困問題とは異なる側面がある。経済的な貧困という点で

は共通する。しかし都会における貧困は、道路の反対側

に、自己と比較できる豊かな他人を見るという意味でも

残酷である。  

また、狭い地域に密集して住むことで、プライバシー

も失われる。家の中を覗かれるだけでなく、収入は噂に

なるので、貯蓄せず使ってしまうとも聞いた。現実逃避

で麻薬を使用する例も多いという。麻薬は、貧困層の経

済と意欲を奪っている。 

 

学習の動機付け 

 高等教育におけるロールモデルの重要性について考

えたい。子どもが学校教育を受けない理由は、①学費等

の経済的理由、②親の教育に対する姿勢、③子どもたち

の負け組意識の 3 点が重要と言われる。 

ここで③について考えたい。学校（特に高校）に入っ

ても中退する子どもは、自分の将来に希望が持てず、教

育に背を向ける。つまり、義務教育や中等教育を受けて

も、結局は、自分は負け組だとあきらめる。 

 それを打破するためには、彼らの身近にロールモデル

（お手本となるような人・あこがれの人）が必要である。

中等教育、高等教育を受け、社会的に成功した成功事例

が必要であると言われる。 

  

都会における貧困から学ぶ 副代表 古川順一 
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今しばらく助産所運営へのご協

力お願いします。(関連記事P3) 


